
試験研究課題概要

平成１９年度～平成２１年度研究期間

本課題は、同社が見出した新規機能性化合物を活用し、
水稲栽培の主要雑草を環境変動に係わらず低薬量・低
コストで長期間安定的に防除でき、人畜、非標的生物及
び環境に対する安全性が高い国産水稲用除草剤を早期
に実用化しようとするもの。

本技術開発を通じて農薬による環境負荷の軽減と安全・
安心な食の確保への貢献が期待される。

概要
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安全で環境負荷の少ない国産水稲用除草剤の開発・実
用化

課題名

国内水稲栽培

作付面積： 170万ha

農業人口減少
高齢化

自給率の低下

安全・安心
環境保全
低コスト

新規除草剤への要求
新たな作用性／安定した効果

新規作用性・高活性・残効性に優れた

新規な有効成分を活用した除草剤開発

製剤技術
施用法
混合剤

毒性試験
残留試験

環境への影響試験

社会情勢と市場ニーズ

水田雑草

ﾋｴを始め200種前後
SU抵抗性雑草

難防除雑草

安全で環境負荷の少ない
国産水稲用除草剤の開発・実用化


